
交通事故発生状況等注意事項

薩摩郷句 兼題『栗
くい

』

SDGs推進宣言のまち、大崎町SDGs 17のゴールを説明します！

交通事故状況 （  　）内は対前年比
令和２年５月末現在

区　分 発生件数 死　 者 傷　者

県　下 1,626（-335）  25（+4） 1,846（-400）

大崎町 7（-13） ０（±０） 8（-14）

　鹿児島県は他都道府県と比較して、横断歩道に歩行
者がいる場合の一時停止率が低いとの調査結果が報告
されています。横断歩道を通過する場合に、横断しよ
うとする歩行者がいるときは、一時停止してその通行
を妨げてはならないという義務があり、歩行者妨害は
重傷事故に直結する危険な交通違反ですので、交通
ルールをしっかりと守り、事故防止に努めましょう。

SDGs（Sustainable Development Goals）とは…
　 “2030年までに貧困に終止符を打ち、持続可能な未来を追求しよう。”「持続可能な開発のための2030アジェンダ」が
2015年９月に国連総会で採択されました。そこに盛り込まれたのが、世界を変えるための17のゴールです。途上国
も先進国も含めた世界中の１人ひとりに関わる取組みです。

森林が失われて、生態系と人間の生
活環境に悪い影響を及ぼしています。
森林を守り、再生し、持続可能な方法で利用し
ます。砂漠がこれ以上増えないようにします。
生物多様性（※）が失われることを防ぎます。
※たくさんの種類の生き物が様々な環境に合わせて生きていること

この目標を達成するために、世界の国々が合意したことは何ですか？
　□　森林破壊を減らし、木を植えて森林を再生します

　□　森林をきちんと管理し、持続可能な方法で利用します

　□　絶滅の危機にある生き物を保護し、生物多様性が失われることを防ぎます。

　□　陸の生態系（※）を守ります。※生き物とそれらが暮らす環境がバランスよく成り立っている仕組み
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